
　令和３年第４回定例会が、１２月６日から１２月１７日までの１２日間の会期で行われました。
　本定例会においては、条例の一部改正、補正予算、指定管理者の指定及び工事変更請負契約の締
結について審議がなされました。一般質問では上程された議案内容とともに行政全般について質問
が行われました。以下、議決結果を報告します。	

条　例　案　件 審議結果

明日香村国民健康保険税条例の一部を改正する条例案について

可　決

　子育て世帯の経済的負担軽減を図るため、全世代対応型の社会保障制度を構築す
るための健康保険法等の一部を改正する法律に基づき、未就学児に係る被保険者均
等割額が軽減されるよう改正されました。
・未就学児 (６歳以下 )に係る被保険者均等割額を公費により５割軽減
●基礎課税額（医療分）	 被保険者均等割額基準額　31,000円

区　分 現行軽減額
（加入1人当たり）

新たな軽減額
（未就学児1人当たり）

改正後軽減額

７割減世帯 21 , 7 0 0円 4 , 6 5 0円 2 6 , 3 5 0円
５ 割 減世帯 15 , 5 0 0円 7 , 7 5 0円 2 3 , 2 5 0円
２ 割 減世帯 6 , 2 0 0円 1 2 , 4 0 0円 1 8 , 6 0 0円
軽減なし世帯 0円 15 , 5 0 0円 1 5 , 5 0 0円

●後期高齢者支援金等税額	 被保険者均等割額基準額　10,200円

区　分 現行軽減額
（加入1人当たり）

新たな軽減額
（未就学児1人当たり）

改正後軽減額

７割減世帯 7 , 1 4 0円 1 , 5 3 0円 8 , 6 7 0円
５ 割 減世帯 5 , 1 0 0円 2 , 5 5 0円 7 , 6 5 0円
２ 割 減世帯 2 , 0 4 0円 4 , 0 8 0円 6 , 1 2 0円
軽減なし世帯 0円 5 , 1 0 0円 5 , 1 0 0円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施行期日：令和４年４月１日

明日香村国民健康保険条例の一部を改正する条例案について

可　決

　産科医療補償制度の見直しによる、健康保険法施行令等の一部を改正する政令に
基づき、出産育児一時金等の支給額が改正されました。
区　分 出産育児一時金 産科医療保障制度 合　計
現 行 40 4 , 0 0 0円 1 6 , 0 0 0円 4 2 0 , 0 0 0円
改 正 案 40 8 , 0 0 0円 1 2 , 0 0 0円 4 2 0 , 0 0 0円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施行期日：令和４年１月１日

明日香村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例等の一部を改正する条例案について

可　決

　介護保険法及び老人福祉法並びに関係省令の一部を改正する規定に基づき、以下
の条例について改正がなされました。
　①明日香村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基
　　準を定める条例
　②明日香村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並
　　びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支
　　援の方法に関する基準を定める条例

令和３年 第４回 定例会
こんなことが決まりました !!

決
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　③明日香村指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支　
　　援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
　④明日香村指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め
　　る条例

上記の４条例に関し、以下の点について変更及び追加されました。
・感染症や災害への対応力強化
・認知症対応力の向上
・虐待防止に向けた取り組みの義務化
・ハラスメント対策に関する取り組みの義務化
・人員配置基準の緩和や文書等の現場の事務負担の軽減
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公布の日から施行　　

予　算　案　件 審議結果

令和３年度明日香村一般会計補正予算（第４号）について

可　決

総額、歳入歳出それぞれ37,400千円の増額補正されました。

　主な歳入では、新型コロナウイルスワクチン接種事業負担金16,000千円、地方
創生臨時交付金8,000千円、児童福祉費補助金1,900千円、新型コロナウイルスワ
クチン接種体制確保事業補助金2,000千円、健診結果情報標準化整備事業補助金
3,850千円、地域農政推進事業費補助金750千円、自治体DX推進支援金2,300千円、
繰越金3,840千円の増額。雑入Δ1,800千円の減額。
　主な歳出では、公共交通整備事業1,700千円、児童手当システム改修事業1,900
千円、子ども子育て支援事業850千円、健診事業6,390千円、新型コロナウイルス
予防接種事業18,000千円、経営継続支援事業6,500千円、感染リスク軽減事業2,500
千円、他会計への繰出金5,270千円、人事異動等に伴う人件費補正5,500千円の増額。
歴史的風土の担い手育成事業等Δ10,550千円の減額。　　　　

令和３年度明日香村整備基金特別会計補正予算（第１号）について

可　決
総額、歳入歳出それぞれΔ2,330千円の減額補正されました。　

　歳入では、整備基金運用収入180千円、繰越金3,180千円の増額。整備基金繰入
金Δ5,690千円の減額。
　歳出では、集落コミュニティ活動事業Δ2,100千円等の減額。

令和３年度明日香村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

可　決
事業勘定の総額、歳入歳出それぞれ940千円の増額補正されました。

　歳入では、県補助金500千円、一般会計繰入金440千円の増額。
　歳出では、傷病手当金500千円、償還金440千円の増額。

令和３年度明日香村介護保険特別会計補正予算（第２号）について

可　決

保険事業勘定の総額、歳入歳出それぞれ36,410千円の増額補正されました。

　歳入では、国庫負担金9,020千円、県負担金4,500千円、支払基金交付金9,740
千円、一般会計繰入金4,830千円、介護給付費準備基金繰入金8,320千円の増額。
　歳出では、介護サービス事業35,000千円、介護予防サービス事業300千円、高
額介護サービス事業800千円等の増額。
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予　算　案　件 審議結果

令和３年度明日香村水道事業会計補正予算（第２号）について

可　決総額、歳出合計3,250千円の増額補正されました。
　
　歳出では、上水道維持管理事業3,100千円等の増額。

令和３年度明日香村一般会計補正予算（第５号）について

可　決
総額、歳入歳出それぞれ71,100千円の増額補正されました。
　
　歳入では、子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金71,100千円の増額。
　歳出では、子育て世帯等臨時特別支援事業71,100千円の増額。　

その他案件 審議結果

奈良広域水質検査センター組合規約の一部を変更する規約案について

可　決
　奈良広域水質検査センター組合を組織する構成市町村のうち、川西町、三宅町及
び田原本町がそれぞれ実施している水道事業を統合し、磯城郡水道企業団を設置す
ることとなったため、規約の一部が変更されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施行期日：令和４年４月１日

明日香村農林産物等交流促進施設（明日香夢の旬菜館）指定管理者の指定について

可　決一般財団法人明日香村地域振興公社　代表理事　上田 行洋　が指定を受けられま
した。
　指定期間　　令和４年４月１日から令和７年３月３１日までの３年間

明日香村新庁舎建設事業変更請負契約の締結について

可　決

議会の議決に付すべき契約
　工 事 名：明日香村新庁舎建設事業（設計・施工）
　変更前契約金額：１,８７４,４００,０００円
　変更後契約金額：１,９２５,０４４,０００円
　契約の相手方：奈良市高天町38-3　
　　　　　　　　大日本土木・綜企画設計特定建設工事共同企業体
　　　　　　　　　代表者　大日本土木（株）奈良営業所
　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　藤垣　　淳

牽牛子塚古墳等整備工事変更請負契約の締結について

可　決

議会の議決に付すべき契約
　工 事 名：牽牛子塚古墳等整備工事
　変更前契約金額：　９６,２５０,０００円
　変更後契約金額：１０５,８８６,０００円
　契約の相手方：明日香村大字岡1142-2　
　　　　　　　　西川建設（株）　代表取締役　西川　久雄

明日香村の歴史的風土の保全のための米価下落対策を求める意見書（案） 可　決
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■��

飛
鳥
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

Ｑ　

飛
鳥
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催
時
、

小
中
学
校
の
登
校
日
に
な
る
と
聞
い
た

が
、
ど
の
よ
う
な
予
定
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

Ａ　

大
会
当
日
に
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
、
学
校
行
事

の
一
環
と
し
て
コ
ー
ス
沿
道
で
応
援
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
各
校
園
長
と
協
議

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
じ
か
に
触
れ

る
ま
た
と
な
い
機
会
で
、
心
身
の
発
達

に
貴
重
な
体
験
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

■�

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
周
辺
道
路
の
整

備
に
つ
い
て

Ｑ　

①
新
庁
舎
か
ら
阪
合
方
面
の
県
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
改
良
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　

②
県
道
野
口
平
田
線
の
高
松
塚
公
園

周
辺
の
道
路
は
、
大
型
車
両
の
対
向
時
、

一
般
質
問

〜
主
な
質
疑
・
応
答
〜

非
常
に
危
険
で
あ
る
。
道
路
の
拡
幅
、

ま
た
安
全
な
整
備
は
で
き
な
い
も
の
か
。

　

③
飛
鳥
駅
か
ら
雷
の
交
差
点
ま
で
の

間
、
県
道
と
村
道
が
入
り
交
じ
っ
て
い

る
。
一
本
の
導
線
等
と
考
え
、
村
道
を

県
道
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
で
、
維
持

管
理
を
県
に
任
せ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

①
野
口
地
内
の
県
道
交
差
点
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
今
年
度
は
、
改
良
の
た
め
設

計
を
行
う
予
定
で
す
。
十
字
路
交
差
点

と
し
て
新
庁
舎
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

②
高
松
塚
公
園
付
近
は
、
世
界
遺
産

登
録
と
な
る
と
、
大
型
の
観
光
バ
ス
等

が
国
道
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
ル
ー
ト
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
安
全
な
走
行

が
で
き
る
よ
う
県
や
警
察
、
公
園
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
国
営
公
園
と
話
し
合

い
、
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

③
県
道
野
口
平
田
線
や
県
道
橿
原
神

宮
東
口
停
車
場
飛
鳥
線
の
整
備
な
ど
が

行
わ
れ
、
飛
鳥
駅
前
か
ら
耳
成
の
交
差

点
ま
で
の
道
路
は
、
交
通
量
が
大
幅
に

増
加
し
、
道
路
の
損
傷
が
激
し
く
非
常

に
維
持
費
の
か
か
る
路
線
と
な
っ
て
い

ま
す
。
以
前
か
ら
県
道
へ
の
昇
格
を
要

望
し
て
い
ま
す
が
、
市
町
村
道
を
県
道

に
昇
格
し
て
も
ら
う
の
は
、
非
常
に
難

し
い
課
題
で
す
。
世
界
遺
産
登
録
も
見

据
え
路
線
に
愛
称
を
つ
け
る
な
ど
の
取

組
も
含
め
て
、
引
き
続
き
、
県
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■�

コ
ロ
ナ
禍
の
支
援
政
策
に
つ
い
て

Ｑ　

生
産
者
や
事
業
者
に
対
し
、
目
に

見
え
る
支
援
施
策
、
景
気
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

Ａ　

経
営
継
続
支
援
事
業
と
し
て
、
令

和
元
年
度
・
令
和
２
年
度
を
比
較
し
、

年
間
で
売
上
が
半
減
し
た
事
業
者
の
方

に
対
し
て
、
個
人
事
業
主
15
万
円
・
法

人
20
万
円
の
財
政
支
援
を
実
施
す
る
補

正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
者
支
援
と
し
て
、
集
落
の
耕
作
放

棄
地
を
大
字
単
位
で
解
消
す
る
た
め
の

取
組
に
対
し
て
、
１
０
０
０
平
米
当
た

り
７
万
円
を
上
限
に
支
援
し
、
獣
害
対

策
で
は
、
個
人
で
の
電
気
柵
の
購
入
の

４
分
の
１
の
支
援（
上
限
１
０
万
円
）を
、

一
定
要
件
の
下
に
行
っ
て
い
ま
す
。

■�

世
界
文
化
遺
産
登
録
に
つ
い
て

Ｑ　

観
光
客
が
多
数
来
村
さ
れ
る
こ
と

で
、
我
々
村
民
に
、
目
に
見
え
る
経
済

波
及
効
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
生
み
出

さ
れ
る
の
か
。
一
部
の
事
業
者
だ
け
で

な
く
、
村
民
全
体
が
ど
の
よ
う
な
利
益

を
得
る
の
か
聞
き
た
い
。

Ａ　

一
つ
は
、
自
分
た
ち
の
村
の
資
産

が
人
類
共
通
の
地
球
規
模
で
の
資
産
と

な
り
、
価
値
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
誇

り
と
な
る
こ
と
で
す
。
二
つ
目
は
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
、
地
域
の
振
興
や

発
展
、
地
域
の
価
値
や
魅
力
の
再
発
見

に
つ
な
が
り
、
知
名
度
の
向
上
と
経
済

波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

我
々
の
地
域
が
元
気
に
な
る
た
め
に
は

世
界
遺
産
登
録
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

■�

放
置
竹
林
に
つ
い
て

Ｑ　

①
竹
林
を
整
備
す
る
人
も
少
な
く

な
り
、伸
び
放
題
で
景
観
も
悪
く
、ま
た
、

獣
害
の
温
床
に
も
な
っ
て
い
る
。
現
状

を
把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

②
竹
林
の
所
有
者
は
高
齢
に
な
り
、
地
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準
備
、
接
種
ス
タ
ッ
フ
の
準
備
が
必
要

で
す
。接
種
会
場
は
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
休
館
に
し
て
会
場
と
し
ま
す
。
接
種

ス
タ
ッ
フ
・
医
療
従
事
者
の
確
保
は
、

村
内
の
国
保
診
療
所
・
山
下
医
院
の
ご

協
力
を
得
て
、
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

④
接
種
券
は
、
こ
の
12
月
20
日
を
目

途
に
、
今
年
の
６
月
末
ま
で
に
２
回
目

接
種
完
了
し
た
方
に
発
送
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

⑤
追
加
（
３
回
目
）
接
種
用
と
し
て
、

11
月
に
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
が

１
箱
届
い
て
お
り
、
１
２
１
２
回
分
を

明
日
香
村
で
保
管
し
て
い
ま
す
。
12
月

中
旬
に
も
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ

ン
が
１
箱
配
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ

れ
を
合
わ
せ
る
と
２
３
８
２
回
分
を
保

管
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

村
の
人
口
減
、
高
齢
化
率
に
つ
い
て

Ｑ　

昨
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
総
人

口
は
５
，
１
７
９
人
。
男
性
が
２
，

４
３
９
人
、
女
性
が
２
，
７
４
０
人
。

５
年
前
に
比
べ
、
人
口
は
３
４
４
人
減
。

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
、４
１
．
２
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。
村
の
人
口
減
、
高

齢
化
率
上
昇
に
対
し
、
今
後
の
対
策
を

聞
き
た
い
。

Ａ　

高
齢
人
口
比
率
を
５
年
ご
と
に
見

る
と
高
齢
者
人
口
が
上
昇
し
、
労
働
者

人
口
と
言
わ
れ
る
15
歳
以
上
及
び
64
歳

以
下
が
非
常
に
減
少
し
て
い
る
状
況
で

す
。
一
方
で
、
若
年
人
口
比
率
は
横
ば

い
傾
向
か
ら
若
干
上
が
っ
て
い
ま
す
。

総
論
的
に
は
団
塊
世
代
前
後
の
方
々
が

極
端
に
多
い
一
方
で
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

の
世
代
の
方
々
が
転
出
し
、
極
端
に
少

な
い
の
が
特
徴
で
す
。
若
年
人
口
に
関

し
て
は
、
子
育
て
世
代
の
転
入
促
進
策

の
成
果
が
少
し
表
れ
て
い
る
状
況
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
前
提
に
し
て
村
の
将
来
を
考

え
る
と
き
、
高
齢
化
が
し
ば
ら
く
続
き

ま
す
の
で
、
今
後
の
対
策
と
し
て
、
病

気
等
の
発
症
予
防
、
病
気
の
重
症
化
の

予
防
、
寝
た
き
り
の
予
防
施
策
等
を
組

み
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
高
齢
者
が
元
気
に
社
会
活
動
を
し
、

と
も
に
支
え
合
う
形
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
今
後
は
後
期
高
齢
者
が
増

え
て
い
き
ま
す
の
で
、
終
末
期
に
心
豊

か
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

域
で
維
持
管
理
す
る
に
は
、
人
員
や
負

担
等
が
過
多
と
な
る
。
何
か
良
い
施
策

は
な
い
か
。

Ａ　

①
村
全
体
の
放
置
竹
林
の
状
況
は
、

現
時
点
で
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

住
民
の
方
か
ら
、
整
備
の
要
望
が
多
く
、

景
観
へ
の
取
組
と
し
て
も
必
要
な
た
め
、

国
や
県
か
ら
財
源
を
頂
き
、
平
成
30
年

度
・
令
和
２
年
度
に
竹
林
の
整
備
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
も
前
年

度
と
同
じ
く
広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
相
談
期
間
を
広
報
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
竹
林
の
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

次
年
度
に
も
同
様
の
取
組
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
新
た
な
担
い
手
を
確
保
す
る
切
り
口

と
し
て
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
等
を
通
じ
て

関
係
人
口
を
増
や
し
、
実
際
に
地
域
活

動
を
支
え
る
住
民
を
増
や
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
取

組
を
各
地
域
で
も
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
る
と
と
も
に
、
各
取
組
の
情
報

発
信
に
努
め
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
へ
の
支

援
や
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
の
連
携

強
化
等
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
３
回
目

に
つ
い
て

Ｑ　

①
当
初
の
８
ヶ
月
経
過
後
の
接
種

方
針
は
、
ど
の
よ
う
な
接
種
計
画
を
立

て
ら
れ
、
い
つ
頃
ま
で
に
接
種
を
完
了

す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
か
。

　

②
前
倒
し
の
対
応
す
る
場
合
の
接
種

計
画
に
つ
い
て

　

③
前
倒
し
対
応
す
る
に
あ
た
り
懸
念

は
あ
る
の
か
。

　

④
接
種
券
の
送
付
時
期
に
つ
い
て

　

⑤
ワ
ク
チ
ン
の
現
在
の
保
有
数
と
今

後
の
配
給
数
に
つ
い
て

Ａ　

①
２
回
目
接
種
を
５
月
完
了
の
方

は
１
月
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
、
６

月
完
了
の
方
は
２
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
、
７
月
完
了
の
方
は
３
月
か
ら
４
月

に
か
け
て
接
種
す
る
予
定
を
し
て
い
ま

す
。

　

②
前
倒
し
で
き
れ
ば
、
１
月
に
予
定

の
方
は
そ
の
ま
ま
１
月
接
種
と
な
り
、

２
月
・
３
月
に
３
回
目
の
接
種
を
予
定

し
て
い
た
高
齢
者
の
方
は
、
一
ヶ
月
前

倒
し
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

③
こ
の
６
か
月
の
前
倒
し
に
よ
る
準

備
は
、
接
種
券
の
発
行
、
接
種
会
場
の

議会だより
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視
点
を
盛
り
込
ん
だ
取
組
も
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
地
域
や
農

業
の
担
い
手
の
強
化
な
ど
、
様
々
な
課

題
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

■�

明
日
香
夢
の
旬
菜
館
に
つ
い
て

Ｑ　

明
日
香
村
地
域
振
興
公
社
が
引
き

続
き
指
定
管
理
者
に
選
定
さ
れ
て
い
る

が
、
従
来
ど
お
り
ポ
カ
フ
レ
ー
ル
と
ふ

る
さ
と
明
日
香
に
業
務
を
一
部
委
託
す

る
と
あ
る
が
、
販
売
手
数
料
や
販
売
ス

ペ
ー
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

Ａ　

販
売
手
数
料
（
１
日
あ
た
り
）
は
、

繁
忙
期
１
，５
０
０
円
・
閑
散
期
に
は
１
，

０
０
０
円
を
、
地
域
振
興
公
社
か
ら
ポ

カ
フ
レ
ー
ル
に
支
払
っ
て
い
ま
す
。

　

物
販
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
３
者

が
利
用
し
て
い
る
現
状
で
す
が
、
今
後
、

村
内
事
業
者
等
の
皆
様
に
も
利
用
い
た

だ
け
る
方
法
を
、
指
定
管
理
者
で
あ
る

地
域
振
興
公
社
と
も
に
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

■�

檜
前
停
留
所
に
つ
い
て

Ｑ　

檜
前
停
留
所
の
あ
ず
ま
や
に
関
し

て
、
工
事
費
増
額
の
た
め
補
正
が
必
要

で
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
経
緯
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

Ａ　

今
年
度
、
早
期
に
あ
ず
ま
や
を
設

置
す
る
た
め
、
４
月
に
設
計
の
業
務
契

約
を
行
い
、
設
計
終
了
後
早
急
に
、
工

事
の
入
札
を
行
い
ま
し
た
。
入
札
の
結

果
は
、
８
月
応
札
な
し
、
事
業
者
の
範

囲
を
広
げ
た
第
２
回
目
の
入
札
も
応
札

な
し
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
資
材
の

単
価
が
急
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
原
因

で
あ
っ
た
た
め
、
12
月
の
議
会
に
増
額

予
算
の
上
程
を
行
い
ま
し
た
。
議
決
後
、

速
や
か
に
工
事
の
入
札
を
行
う
予
定
を

し
て
い
ま
す
。

■�

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

に
つ
い
て

Ｑ　

給
付
金
に
関
し
て
、
他
の
市
町
村

で
は
一
括
全
額
給
付
と
い
う
話
も
で
て

い
ま
す
が
、
明
日
香
村
で
は
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

国
の
方
向
性
が
刻
一
刻
と
変
わ
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
国
の
方
向
性
が
決

ま
り
次
第
に
な
り
ま
す
が
、
一
括
全
額

給
付
を
視
野
に
準
備
を
指
示
し
て
い
ま

す
。（
議
会
終
了
後
、
一
括
全
額
給
付
を

決
定
・
実
行
し
ま
し
た
。）

■�

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

Ｑ　

明
日
香
村
で
は
独
自
に
入
学
祝
い

金
３
万
円
を
５
月
に
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
就
学
援
助
費
の
支
給
と
同
様
に
入

学
前
に
支
給
の
検
討
は
で
き
な
い
も
の

か
。

Ａ　

明
日
香
村
で
は
就
学
援
助
費
の
入

学
準
備
費
用
分
を
入
学
前
に
支
給
し
て

い
ま
す
。
入
学
祝
い
金
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
入
学
後
の
５
月
頃
に
支
給
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■�

新
年
度
予
算
の
検
討
に
つ
い
て

Ｑ　
 

子
育
て
世
帯
の
支
援
の
目
的
で
、

未
就
学
児
の
国
民
健
康
保
険
税
に
か

か
る
均
等
割
を
軽
減
す
る
た
め
の
条

例
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
明
日
香
村

で
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、

６
万
１
６
０
０
円
で
、
奈
良
県
下
最
高

の
均
等
割
が
か
か
る
。
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
新
年
度
予
算
に
お
い
て
、
何
か

新
た
な
制
度
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

新
た
な
制
度
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
課
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

各
課
の
事
業
の
整
合
性
や
他
課
と
の
連

携
が
で
き
る
よ
う
、
洗
い
出
し
を
行
い
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
会
議
の
傍
聴
が
で
き
ま
す
。
次
の

定
例
会
は
３
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

　

行
政
へ
の
知
識
を
深
め
る
こ
と
や
、

議
会
活
動
、
村
の
方
針
な
ど
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

議
会
事
務
局

　

☎
５
４−

２
０
０
１

み
ん
な
の
議
会
　
　

　
　
　
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

議会だより
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